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あとがき 

 

 

 私たちは遠く離れた八戸の地に思いをはせながらこの編集にあたりました。教育実習や就職活動，

卒業論文に追われる忙しい日々の中で，困難を伴いながらも各自が最大限にできることをおこなっ

て書き  た本稿は，私たちにとっては到底及ぶことのできない完成度となっていました。 

 私たちはこの地理学という分野においてまだまだ未熟ではありますが，諸先輩 の真剣な取り組

みや，時間に追われる中でも新しい発見を追い求める姿を見習い，自分のものにしていかなければ

ならないと感じました。このような形で本稿の編集に携わることができたことを嬉しく思うととも

に，私たちもこの学びを継承していきたいと思います。 

 最後に，これらの研究において地域の皆様や行政の 々のご意見を頂き，完成に至ることができ

ました。研究室一同感謝するとともに御  し  ます。 

2016年 3月 

教育学部 会科教育コース 

自然地理学研究室 2年一同 
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